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* 主題の説明 /神の永遠の定められた御旨

Ⅰ 神の永遠の定められた御旨を完成するために、召会は一人の新しい人です
• 旧創造：神が人を創造した意図は、団体的な人を得て、彼を表現することでした。旧創造は新創造の予表です。

創1:26それから、神は言われた、「われわれのかたちに、われわれの姿にしたがって、人を造ろう．そして彼らに、海の魚と空の鳥と家畜と全地と地を這うすべての這うものを治めさせよう」。

• 新創造：最終的に、一人の新しい人としての召会は、神を表現し神の敵を対処するという、二重の定められた御旨を完成します。
エペソ3:10-11それは今、天上にある支配たちや権威たちに、神の多種多様な知恵を、召会を通して知らせるためであり、

神がわたしたちの主キリスト・イエスの中で立てられた、永遠の定められた御旨にしたがっているものです．

* 新しい人の創造

Ⅱ 一人の新しい人は、キリストの十字架上の死を通して創造されました
• 新しい人は二種類の材料をもって創造されました―贖われた創造された人と神聖な要素。
まず私達の天然の人は十字架につけられ、それからキリストは神聖な要素を私達の中へと分け与えられます。
エペソ2:15数々の規定から成っている戒めの律法を彼の肉体の中で廃棄されたからです．それは、彼がご自身の中で、二つのものを一人の新しい人へと創造して、平和をつくるためであり、

• キリストの中にいることから離れるなら、一人の新しい人へと創造されることは絶対にできません。キリストは新しい人が創造する要素です。新しい人はキリストです
2コリ5:17…だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去りました．見よ、それらは新しくなりました。

* 新しい人の構成

Ⅲ 新しい人の中でキリストはすべてであり、すべての中におられます
• 神のエコノミーの中での神の目的は、キリストがすべてとなることです。神が求めているのはキリストだけです。キリスト以外に数えられるものはありません。

コロ3:10-11…新しい人を着たのです…ギリシャ人とユダヤ人、割礼と無割礼…キリストがすべてであり、すべての中におられるのです。

• 私達は新しい人のすべての実際を経験するために、キリストをわたしたちの命またパースンとして受け入れる必要があります。自分ではなく、キリストを生きる必要があります。
ガラ2:20わたしはキリストと共に十字架につけられました．生きているのはもはやわたしではありません．キリストがわたしの中に生きておられるのです…

* 新しい人が各地で表現されます

Ⅳ さまざまな国にあるすべての地方召会が一人の新しい人です
• 諸地方召会は一人の新しい人であり、共にキリストのパースンを生きています。小さな王となれる”諸国”ではなく、新しい人となるのです。
私達は召会の感覚、からだの感覚、新しい人の感覚を持つ必要があります。
コロ4:16そして、この手紙があなたがたの間で読まれたなら、ラオデキヤの召会でも読まれるようにしてください．またあなたがたも、ラオデキヤからの手紙を読んでください。

• 今日は新しい人を持つ日です。これは究極的な召会生活となります―共にキリストにある宇宙的な新しい人を生かし出します。
ピリピ1:20-21…わたしの切なる期待と希望は、わたしがどんな事にも恥じることなく…キリストが、わたしの体において大きく表現されることです。

…なぜなら、わたしにとって生きることはキリストであり…

* まとめ / 主の回復の目標

Ⅴ 主の回復の目標は、一人の新しい人を実際に出現させ、主の再臨を準備することです
• 主の回復は一人の新しい人を生み出しつつあります。私達は彼を命またパースンとして、思いの霊の中で新しくされ、古い人を脱ぎ捨てて新しい人を着る必要があります。

エペソ4:22-24…古い人を、脱ぎ捨ててしまったのです…あなたがたの思いの霊の中で新しくされ、また、あの実際の義と聖の中で、神にしたがって創造された、新しい人を着たのです。

• すべての人が同じパースンを生き、新しい人を実際に出現させます。一人の新しい人は、この時代を終結させ、神の王国をもたらし、この地上に王なるキリストの再臨をもたらします
啓11:15第七の御使いがラッパを吹いた．すると、天に大声があって言った、「世の王国は、わたしたちの主と彼のキリストの王国となった．彼は永遠にわたって王として支配される」。
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経験


